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「験がよい」　　　　　　　　　　     　　

もうすぐ梅雨の季節がやって来ます。 雨が好きな方もいらっしゃると思いますが

結婚式や地鎮祭などハレの日に雨に降られると誰でも悲しくなってしまいますね。

そんな時、 京都の人は 「今日は雨が降って験がよろしおすなぁ」 と声をかけます。

「雨降って地固まる」 という言い伝えは皆様よくご存じだと思いますが、 京都では、

「雨が降り込む、 入り込む＝福が来る」 という言葉まで作って 「雨が降ったら験が

良い」 と言い伝えてきました。 他にもこんな事があります。 落とし物等アクシデント

があった時、 「良かったなぁ。 身代わりになってくれやはった。」 などと周りの人に

声をかけてもらうことがあります。 声をかけてもらった人はその言葉にどれほど慰め

られ力づけられることでしょうか。

験担ぎでもう一つ、 「茶柱が立つと縁起がいい」 と良く言いますが、 茶柱はなか

なか簡単には立ちません、 そこで、 京都の人は立った茶柱を大事に残しておいて、

大事な客人にその茶柱を使います、 すると、 これが上手く立つらしいのです。

昔は、 商家や茶屋でそんなことが良く行なわれていたと言われます。

京都では悪しき事を佳き事に解釈すると同時に、 佳き事を用意周到に準備

する事にも知恵を絞っていました、 これも京都流の生活の知恵です。
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